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２０２２年５月２８日 

加飾技術研究会 第１４期（第１４回）定時総会 議案書（案） 

第１４期（２０２１年４月１日〜２０２２年３月３１日） 

 

加飾技術研究会 

会長 長沢伸也 

〒105-0003 東京都港区西新橋二丁目８番１号ワカサビル４Ｆ 

株式会社ＧＧＫ内 

 

 

■議事次第 

 

１．議事 

 第１号議案 第１４期 実績報告の件 

 第２号議案 第１４期 決算報告と承認の件 

 第３号議案 第１５期 事業計画案と承認の件 

 第４号議案 第１５期 予算案と承認の件 

 第５号議案 理事選任の件 

 第６号議案 加飾技術研究会広報委員会と事業委員会の併合の件 

 第７号議案 一般社団法人設立について 

 第８号議案 その他 

 

■日時：２０２２年６月１４日 

■審議方法：リモート・会場（北トピア）併催 
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第１号議案 第１４期 実績報告の件 

 

 第１４期では，第１３期活動自粛を経て，当会の活動を再開いたしました．当期では，２０２２年１

月に開催された「三次元表面加飾技術展２０２２」に出展して，加工技術研究会とのコラボレーショ

ン構築を推進しました．このような連携の活用は，相乗効果により好ましい成果を得ることができる

と考え，今後も積極的に推進してまいります． 

 今後は，より一層各会員皆様にとって，魅力とメリットが健在化する存在になるように研究会組織

の活性化を行って参ります． 

 

■会員の拡大 

 活動再開したとはいえ，展示会，講演，勧誘など，新会員の具体的な開拓活動を行うことは困難

が伴いました．しかしながら幸いなことに２２社の新たな会員を得ることができました．昨年対比で１

６％増となりました． 

 前期までの会員の増加実績は次のとおりです． 

・２０１６年総会時：１４社 

・２０１７年総会時：３５社（２１社（１５０％）増） 

・２０１８年総会時：６６社（３１社（８９％）増） 

・２０１９年総会時：９３社（２７社（４１％）増） 

・２０２０年総会時：１２１社（２８社（３０％）増） 

・２０２１年総会時：１３８社（１７社（１２％）増） 

・２０２２年総会時：１６０社（２２社（１６％）増）（４月１３日時点） 

 

■総務委委員会 

・役員会の開催を主催しました． 

 第３７回～第４５回の１０回の役員会を開催しました．これらはＺＯＯＭを活用して行いました．そ

の結果，大幅な経費削減ができました． 

・総会の開催を主催しました． 

・一般社団法人化準備を進めてまいりました．これらを活用して第１５期において，具体的な法人

設立へと進めるべく役員会等にて検討いたしました．本総会において審議・承認を申請しま

す． 

・技術サロンを開催（試み）しました． 

 

■広報委員会 

 ホームページを活用した広報活動を進めてきました．継続的なコロナウィルスの影響により，実

際に人が集まる機会を計画することは困難でした．活動の記録等について，各種メディアを活用

することを志向しました． 

 

■事業委員会 

・研究会第３５回研究会，第３６回研究会，第３７回研究会，第３８回研究会を開催しました． 

○第３５回研究会（６月２２日） 

 Color Form（型内塗装）による加飾表現自由度とエコプロセスについて（㈱GSI クレオス 上村

様） 

 サーキュラーエコノミーへの移行事例および素材紹介（㈱エムクロッシング 吉川様） 

○第３６回研究会（９月７日） 
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 プラスチック加飾技術の今後の展開予想（自動車関係を中心に）ＭＴＯ技術研究所 桝井様 

 製品の高付加価値化に貢献する「めっき」加飾とデザイントレンド（塚田理研工業（株）川上様 

 会社紹介（東山フィルム（株）様） 

○第３７回研究会（１１月２４日） 

 カーデザイナーが考えるＣＭＦの本来の意義（（株）ラ・クラ 杉谷様） 

 最新シボ加工技術と今後の展望（（株）ワールドエッチング 山本様） 

 会社紹介（下田工業（株）様） 

○第３８回研究会（３月１６日） 

 エフェクト顔料とその特徴について（メルクパフォーマンスマテリアルズ（株） 東様） 

 加飾技術の現状と今後の展望および 3DECOtech２０２２展レポート（加飾技術研究会 伊藤） 

 会社紹介（（株）セイコーアドバンス様） 

・外部団体との交流 

加工技術研究会と連携して，３ＤＥＣＯｔｅｃｋ展に出展しました． 

・事業連携支援業務，知的財産活用支援業務等に関する準備研究 

 研究会会員各位を支援すべく，業務相談等の対応を開始しましたが，残念ながら実質的な活動

ができませんでした． 

 

■会計委員会 

・加飾技術研究会の入出金管理を行いました． 

・令和３年度決算と令和４年度予算案を作成しました． 

 

■事務局 

・会員様からのご要望への対応，入会等の各種手続き，情報管理を行いました． 

・広報委員会と協力し，ホームページの更新と，セキュリティ強化を行いました． 

・事業委員会，広報委員会と協力し，例会や展示会出展の実施結果をホームページに掲載しまし

た． 

・事業委員会と協力し，展示会出展の運営を行いました． 

・サービス改善の取り組みとして，ホームページの会員専用アーカイブの講演記録（動画）の掲

載，例会の講演資料ダウンロード機能の実装等を行いました． 
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第２号議案 第１４期 決算報告と承認の件 

 

 第１４期決算書につき，下記の通り報告いたします．ご承認をお願いいたします． 
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注：期初は，前年度納付の会費を含めています．期末は，期初との差額になります．期初と期末の

差額が第１４期の支出となり，１，４０８，４０５円です． 
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主な支出を示します． 

・給与賃金：事務局の人件費負担分です． 

・外注加工費：研究会講師謝礼です． 

・会議・研修：３Ｄ加飾展出展関連費用（差額清算分）および研究会（ＺＯＯＭ）費用です． 

・広告宣伝費：ＨＰ，サーバー費用です． 

・地代家賃：事務所維持費負担分です． 

・事務用品：事務所の消耗品分担分です． 
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第３号議案 第１５期 事業計画案と承認の件 

 

 ウイズコロナでの活動が，ビジネス/日常生活にも浸透して来ています．しかし，近頃はロシア・ウ

クライナ問題，中国のゼロコロナ政策の影響などの不安材料が大きくなっています． 

その様な中で，人が実際に動かないような状態での活動を再開します． 

 

 リモート技術を活用して，人の動きを抑制しつつ，物流と商流を構築する活動が活発になってい

ます．リモートによって，各地域や各業界に於ける相互の距離感が大幅に小さくなりつつありま

す．商品開発のスピードは加速度的に速くなり，そして商品の寿命は短くなりつつあります． 

 一方，単なる加飾だけでなく機能性を付与した新技術が要求されています．その様な背景の中

で，単体の組織における対応では，コスト的にもスピード的にも難しい状況になっています． 

 このような状況は，コロナウィルスが抑制された後でも，継続的に変化していくものと考えます．制

限された中で，差別化，高付加価値化を進めるには，各社の特徴を活用した協業が，より一層重

要となり活発化しています．私共，加飾技術研究会では，業界の最新動向を模索し，学び，新た

な価値創造を図ってまいります．より一層の会員各社の活発な協業を積極的にサポートして参りま

す． 

 

 下記に第１５期事業計画案を示します．コロナウィルスの状況を慎重に検討し，活動したく思いま

す．ご承認をお願いいたします． 

 

■総務委員会 

・第１５回（２０２２年度）定時総会 

 第１５回（２０２２年度）定時総会をリモート・会場併催にて開催します．残念ながら未だにコロナウ

ィルスの影響により，多くの人が一堂に集まることは困難ですが，リモートを活用して併催形式

にて開催いたします． 

・役員会を主催いたします． 

・技術サロンを再開いたします．会員相互の連携構築と新規入会された会員各位とのコミュニケー

ションの場を確保すべく，ＺＯＯＭ・ブレイクアウトルームを活用した連携の場を試行します． 

・会員拡大に寄与します．２０２２（令和４）年度は，開拓が遅れている分野への注力を継続して行

い，２０社（１５％）の会員増加を目標にします．会員皆様のより一層のご協力をお願いいたしま

す． 

・一般社団法人設立の準備成果を活用して第１５期において，具体的な一般社団法人設立いた

します．本総会において審議・承認を申請します． 

 

■事業委員会 

・研究会（例会）の４回開催 

１）第４０回研究会：６月１４日（火），ＺＯＯＭによる開催．２件の講演を予定しています． 

２）第４１回研究会：９月上旬，ZOOM による開催，２件の講演を予定しています． 

３）第４２回研究会：１１月上旬，開催方法と内容は協議中（※） 

４）第４３回研究会：２月上旬，開催方法と内容は協議中（※） 

５）特別例会として，２月２日に無料セミナーを計画します． 

  （コンバーティングテクノロジー総合展（２月１日〜３日）セミナー会場にて） 

※各研究会では，次の点に留意します． 

・コロナウィルス感染状況やワクチン接種状況により，開催方法を検討します． 

・会員からの要望を考慮し，プログラム内容を検討します． 
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（注目度の高い講演テーマの選定、有識者トーク会、等） 

・これまで実施していた，会社紹介は技術サロンに場を移して，継続します． 

 

・加飾技術の調査・研究・開発に対する支援 

１）例会で，会員の技術紹介，課題提供を行う場を設けます． 

２）個別に，技術相談，技術支援を受付け，会員を中心とする適切な人材による対応を行う体制を 

整える事を検討します．（本件は，原則，有償対応とし，その対価などは内規で定めます） 

３）産学連携支援業務(相手先の選定や内容などの調整)，知財支援業務(特許，商標，その他知

財に関する助言対応)，人材育成事業については，今後に向けた事業のスタディを行います． 

 

・外部団体との交流 

 前期に引き続き，類似の業界・関係団体との相互交流を更に深めてまいります．相互情報の活

用などを図って参ります． 

 

■会計委員会 

・加飾技術研究会の会計処理を実施します． 

・一般社団法人化を見据えて，会計処理の体制強化を図ります．このために，西川理事の協力を

得ます． 

 

■事務局 

・会員様に対する窓口として，会員様からのご要望への対応，入会等の各種手続き，情報管理を

行います． 

・前期に引き続き，事業委員会と協力し，ホームページやメール等を通じた情報の発信を行いま

す． 

・事業委員会と協力し，例会や展示会出展の運営を行います． 

・会員窓口として満足度向上のため，会員様からの要望を吸い上げ，改善を実施致します． 
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第４号議案 第１５期 予算案と承認の件 

 

 下記に第１５期予算案を示します．ご承認をお願いいたします． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５号議案 理事選任の件 

 長年にわたって弊会の理事を務めていただきましたスペースシステムズ株式会社，玉水隆樹氏

がご逝去されました．玉水氏のご逝去に伴い，スペースシステムズ株式会社，祖父江晃氏の理事

就任について，第４０回役員会にて決議しました．祖父江晃氏の理事就任についてご承認をお願

いいたします．なお，祖父江理事の任期は，第１５回定時総会まで（玉水理事の任期）となります． 

 

 

第６号議案 加飾技術研究会広報委員会と事業委員会の併合の件 

 第４６回役員会にて令和４年度の委員会構成について検討いたしました．事業実施の効率化を

鑑み，広報委員会を事業委員会に併合することについて承認されました広報委員会の業務は，

事業委員会にて引き継いで実施いたします． 

 

 

第７号議案 一般社団法人加飾技術研究会設立の件 

 加飾技術研究会も第１５期を迎えております．また，会員様も１６０社を超えております．現在の

加飾技術研究会は，任意団体です．このため，特に法人会員の皆様には，曖昧な団体のように認

識されがちでした． 

 このような状態は，会員数が多数になるにつれて加飾技術研究会の基盤を強化する要望につ

ながってまいりました． 

 課題を解決して，加飾技術研究会の将来における事業実施可能性を広げ，会員に対する信頼

とサービス向上を図る必要を認識しました． 

 理事会等において，鋭意検討を重ねて加飾技術研究会を一般社団法人化することを選択しま

した．一般社団法人とすることによって，社会的な信用を得ることができます．また，会員各位の社

内稟議など，会員の活動における負担軽減を図ることが期待されます． 

 あわせて，納税の義務を果たし，効率的な税務処理を行うこと，インボイス制度実施に伴う税務
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処理の効率を向上するなどの効果を期待しております． 

 

 以下のような手順を持って，一般社団法人を設立し，現在の任意団体加飾技術研究会を一般

社団法人加飾技術研究会に移行したく，承認をお願いいたします． 

 

 以下に一般社団法人加飾技術研究会設立と会員移行について，手順を示します．次回の会員

総会にて移行することを予定して，準備します． 

 

１）一般社団法人加飾技術研究会を設立する（設立者：廣口副会長，平野副会長．９月を目処と

する）． 

２）設立後の最初の社員総会にて現在の加飾技術研究会理事・監事と体制をそのまま一般社団

法人加飾技術研究会に移行する（１０月を目標とする）． 

３）一般社団法人加飾技術研究会の第１回役員会を開催し，一般社団法人加飾技術研究会の体

制を承認する． 

４）任意団体加飾技術研究会会員総会を開催し，全会員の一般社団法人加飾技術研究会への

移行を承認する． 

５）一般社団法人加飾技術研究会の社員総会を開催し，第１回役員会の承認事項を総会承認す

る． 

 会則，細則はそのまま転用する． 

 理事，会長等は現職のまま，一般社団法人に引き継ぐ． 

 

 

第８号議案 その他 

 

以上（以下余白） 


